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事業の概要

１ 事業名
令和６年度及び令和７年度２０２５年国際博覧会政府出展委託事業（茶関係展⽰）

２ 事業⽬的
本事業は、２０２５年⽇本国際博覧会（以下「⼤阪・関⻄万博」という。）の機会を活⽤し、 茶の価値や魅⼒を国内外に発信す
ることにより、需要拡⼤・創出に繋げることを⽬的とする。

３ 事業期間
令和７年２⽉25⽇（⽕）から令和７年11⽉28⽇（⾦）

４ 事業内容
⾷と暮らしの未来ウィーク期間中、メッセ会場において茶に関する展⽰（茶ブース及びステージ）の企画、準備及び実施を⾏う。

（１）茶ブースにおける展⽰等及びステージを活⽤した⽇本茶のPR等
（２）茶ブースにおける出展
（３）ステージは、農林⽔産省等出展の会場内「多様性をつなぐ」エリアに設置されたステ ージを活⽤し、⽇本茶のPR等
（４）広報

来場者（予定を含む。）やメディア関係者等に対する茶に関する展⽰への誘導促進のため、 チラシ・パンフレットの作成や、
SNS等の活⽤など広報活動を展開

（参考）農林⽔産省等出展の概要
プログラム名：RELAY THE FOOD〜未来につなぐ⾷と⾵⼟〜
実施者名 ：農林⽔産省、国税庁、⽂化庁
概要 ：国内外の来場者に向けて、多様な地域の⾷、伝統⽂化や地域の資源、最先端技 術等を発信
開催⽇：令和７年６⽉８⽇（⽇）〜令和７年６⽉15⽇（⽇）
会場使⽤期間：令和７年６⽉６⽇（⾦）〜令和７年６⽉16⽇（⽉）
開場時間 ：開催⽇のうち各⽇、午前10時〜午後８時
実施施設 ：EXPOメッセ（⽚⾯2,000㎡）うち、茶展⽰ブース12㎡
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■タイトル： 農⽔省出展 ⽇本茶ブース

■ブース出展⽇程： 2025年6⽉8⽇（⽇）〜6⽉15⽇（⽇） 計8⽇間
※6⽉7⽇（⼟）設営・準備⽇ / 6⽉15⽇（⽇）終了後に完全撤収

■開場時間： 10：00-20：00（10H）
※6/8（⽇）初⽇のみ13:00オープン

■ブースサイズ： W4,000mm ✕D3,000mm（12㎡）

■出展ブース番号： EXPO「WASSE」2,000 ㎡内ブース出展「多様性をつなぐ」No.11

■展開内容： ・全国の⽇本茶紹介と試飲
・茶産地 静岡/京都/三重/⿅児島のお茶を中⼼にPRと試飲
・⽇本茶の映像紹介
・茶関連道具/茶器・茶道具・茶箱等の展⽰
・プレゼンテーションのステージ展開

■運営⼈員： 常時4-5名 シフト体制

（ブース対応スタッフ）
・茶産地代表の担当 常時1名
（静岡/京都/三重/⿅児島エリア）

・試飲提供要員 常時2名
（⽇本茶インストラクター）

・⽇本茶輸出組合 常時1名

（全体運営管理/バックヤード対応）
・試飲オペレーション補助・在庫管理 2-3名
※茶葉・⽔補給・お湯・紙コップ補充・在庫管理

⽇本茶ブースの概要
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総評

〇総評
五感で感じる⽇本茶の世界「さあ、お茶をどうぞ」をブースのコンセプトに掲げ、国内外を問わず⽇本茶ファンの裾野を広
げることを⽬的に設計し、会期中、試飲提供数は 22,920杯 を記録（予想提供数：15,200杯）しました。

お茶初⼼者にも親しみやすい内容を意識し、10種の茶種展⽰や全国各地のお茶製品の紹介、茶⽣産地の映像を放映し、併
せてライフスタイルに合わせた茶器の展⽰も実施しました。
これらの展⽰や試飲は、来場者の興味を喚起するとともに、出展者と来場者とのコミュニケーションのきっかけにもなり、
年代を問わず好評を博しました。
さらに、「グラフィックデザインの先駆け」ともいわれる明治期の輸出向け茶箱/蘭字のデザインに触れることで、⽇本茶
が輸出された歴史を初めて知ったという声も多く寄せられ、⽇本茶をより多⾓的な視点から体験していただける機会となり
ました。

今回の出展は、販売不可という条件下での実施であり、時間的にも限られたものではありましたが、普段の⽣活の中で、「
お茶を購⼊し、継続して飲んで楽しんでいただく」という⼤切な流れを⽰すことで、より継続性のある国内外の⽇本茶ファ
ンづくりに資するものと思われます。

今後の展開においては、今回得られた知⾒を活かしながら、より継続性のある⽇本茶ファンづくりにつなげていければと考
えます。
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1.試飲茶の提供
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三重県/Mie
http://mie-isecha.org/

京都府/Kyoto
https://www.ujicha.or.jp/

⿅児島/Kagoshima
https://www.ocha-kagoshima.jp/

静岡県/Shizuoka
https://shizuoka-cha.com/

⽇本茶ブース出展中は国内茶産地を代表する4 つのエリアの担当者を中⼼に、
それぞれの地域の銘茶についての紹介、試飲、美味しいお茶の淹れ⽅のデモンストレーションを実施した。

来場者とのコミュニケーション、⽇本茶のプロモーション強化を図った。

試飲茶の提供地域の紹介

川根茶/藤枝かおり等

伊勢茶

宇治茶

かごしま茶/知覧茶

6/14（⼟）・15（⽇） 6/12（⽊）・13（⾦）

6/8（⽇）・9（⽉）6/10（⽕）・11（⽔）

（試飲茶）
・⽔出し ｜伊勢本かぶせ
・⽔出し/温茶 ｜伊勢の和紅茶
・温茶 ｜煎茶

（試飲茶）
・⽔出し｜宇治煎茶
・⽔出し｜宇治⽟露
・⽔出し｜宇治ほうじ茶
・温茶 ｜宇治⽟露

（試飲茶）
・⽔出し/温茶 ｜知覧茶（深蒸し茶）
・⽔出し ｜知覧茶（ほうじ茶）
・温茶 ｜かごしま茶（煎茶）

（試飲茶）
・⽔出し/温茶｜川根茶
・⽔出し/温茶｜藤枝かおり(煎茶）
・⽔出し/温茶｜藤枝かおり(和紅茶）
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■三重県｜6/8（⽇）・9（⽉） ■⿅児島県｜6/10（⽕）・11（⽔）
【試飲提供数】 計：5,450杯
・6/8（⽇）：2,500杯 ※13:00-20:00（7H）
・6/9（⽉）：2,950杯

※初⽇（6/8）は、12:00よりオープニングセレモニーと内覧会があり、
関係者・メディア向けに提供を⾏った。

【試飲茶 / 提供⽅法】
・伊勢本かぶせ茶： ⽔出し
・伊勢の和紅茶（TB）： ⽔出し +温茶（現場追加）
・煎茶： 温茶

【試飲提供数】 計：5,310杯
・6/10（⽕）：2,300杯
・6/11（⽔）：3,010杯

※6/11（⽔）：伊東万博⼤⾂ブース⽴寄り（デモ・試飲茶提供あり）

【試飲茶 / 提供⽅法】
・ほうじ茶（TB)： ⽔出し
・かごしま茶/煎茶： ⽔出し +温茶（現場追加）
・知覧茶/深蒸し茶： 温茶

提供地域別の実績：三重・⿅児島

運営所感
イベント初⽇は、通常より3時間短いながらも試飲提供数は2,500杯を記
録。ブースへの⼈が途切れず、⼀時的に試飲茶が不⾜となる時間が⽣じた
ため仕込みに合わせて提供が偏らないようにした。お茶提供（ボトルから
の注ぎ、デモ茶の提供）は、 6/9(⽉)午後より、バックヤードのみの条件
からブース内カウンターでの提供が可能となった。このため、デモンスト
レーションや説明を交えて来場者へ提供ができたことから、来場者との対
話が⾃然かつ円滑に進んだ。また、三重県が茶産地であることや“伊勢茶”
を知らなかった来場者からも、「美味しい」「初めて知った」などの声が
多く寄せられ、新たなファン醸成に繋がった。

運営所感
初⽇はデモンストレーションと対話を中⼼に、⿅児島のお茶の魅⼒をじっ
くり紹介。⼆⽇⽬は展開を切り替え、デモ回数を絞り試飲提供を増加させ
、より多くの来場者に⿅児島のお茶を“体感”していただく場へ変更。その
結果、約3,000杯をご提供。来場者からは「⿅児島がお茶⽣産量⽇本⼀な
の？」「⾊がきれい！」といった声が多く寄せられた。⿅児島が茶の産地
であることを知らなかった⽅も多く、担当者から直接話を聞ける場が貴重
だったとの声もいただいた。「美味しい」との声と笑顔でブースを後にさ
れる姿が印象的で、お茶の提供や会話を通じて理解が深まり、来場者から
の共感が得られた。
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■静岡県｜6/12（⽊）・13（⾦） ■京都府｜6/14（⼟）・15（⽇）
【試飲提供数】 計：3,600杯
・6/12（⽊）：1,400杯
・6/13（⾦）：2,200杯

※6/12（⽊）滝波宏⽂農林⽔産副⼤⾂：ブース⽴寄り（試飲茶提供あり
）
【試飲茶 / 提供⽅法】
・川根茶： 温茶 ＋⽔出し（現場追加）
・藤枝かおり/煎茶： 温茶 ＋⽔出し（現場追加）
・藤枝かおり/和紅茶： 温茶 ＋⽔出し（現場追加）

【試飲提供数】 計：8,560杯
・6/14（⼟）：4,420杯
・6/15（⽇）：4,140杯

※6/15（⽇）：⾦⼦恭之衆議院議員：ブース⽴寄り（試飲茶提供あり）

【試飲茶 / 提供⽅法】
・宇治ほうじ茶： ⽔出し
・宇治煎茶： ⽔出し
・宇治⽟露（TB）： ⽔出し
・宇治⽟露： 温茶

提供地域別の実績：静岡・京都

運営所感
初⽇は計画通り試飲の3種類すべてを温茶で提供し、静岡のお茶の⾹りや
味わいを丁寧にデモンストレーションとともにご紹介。⼆⽇⽬は蒸し暑い
天候を考慮して、3種類全て⽔出し茶を追加提供したことで、同⼀茶の温
茶と⽔出し茶の飲み⽐べができた。また、⾹りに特徴がある藤かおり（品
種名、銘柄名は藤枝かおり）の煎茶と和紅茶の味の違いなど、体験型のワ
ークショップ要素を取り⼊れて呈茶しながら分かりやすく説明した。静岡
のお茶は有名であっても品種や産地ごとの特徴までを深く知る機会は来場
者にとって新鮮だったようで、品種や地域に関する質問も寄せられ、改め
て静岡のお茶の魅⼒を感じていただける貴重な場となった。

運営所感
週末ということもあり会場内が⼤変混雑していたため、デモンストレーシ
ョンは空いている時間に限り実施。試飲提供時はカップ回収のポジション
を追加配備するなど、ブース前の動線整理を⾏いながら運営。じっくり会
話を⾏う時間は少なかったものの、各⽇提供数は4,000杯を超え、アプロ
ーチ数は期間中最⾼値を記録。同じ関⻄圏であったものの、⽟露を知らな
い⽅がほとんどで「美味しい！」「これが⽟露？」など驚きの反応も多く
寄せられた。また“宇治茶”という⾔葉は知っていても飲んだことがない⽅
が多く、味わいの違い、淹れ⽅・選び⽅についての質問もいただき、お茶
への興味関⼼を引き出せたと感じる⼆⽇間となった。

⽔出しが計3種類と多く、
750mlのフィルターインボトルでは
時間的に洗浄・仕込みが間に合わないため、
2Lのピッチャーを使⽤。
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【現場運⽤トピックス】
 試飲カップ1個あたりの提供量を、30mlから20-25mlへ変更し、提供数を増やした。
 6/9（⽉）午後より、ブース内カウンターでのお茶淹れから提供までができるように変更（万博事務局より許可取得）。
 6/11（⽔）提供の家庭⽤冷蔵庫が故障（⼀時庫内25℃に）したため、6/12（⽊）より業務⽤冷蔵・冷凍庫を使⽤（万博事務局より承

認取得）。

1 2 3 4 5 6 7 8

6⽉8⽇ 6⽉9⽇ 6⽉10⽇ 6⽉11⽇ 6⽉12⽇ 6⽉13⽇ 6⽉14⽇ 6⽉15⽇
⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇

茶産地担当（エリア） 三重 三重 ⿅児島 ⿅児島 静岡 静岡 京都 京都

WASSE来場者数 9,016 9,077 8,487 11,130 12,380 13,819 14,582 15,746 94,237 名

試飲茶

提供⽅法

試飲提供数（杯）

■⽇本茶ブース 2,500 2,950 2,300 3,010 1,400 2,200 4,420 4,140 22,920 杯 15,200 杯

■ステージ ー ー ー 410 280 ー ー ‐ 690 杯 800 杯

23,610 杯 16,000 杯

（予定数量）

宇治煎茶（⽔出し）

宇治⽟露（⽔出し）

宇治⽟露（温茶）

和紅茶 （温茶＋⽔出し） 宇治ほうじ茶（⽔出し）

備考

⽔出し・温茶
※現場にてレシピアレンジあり

⽔出し・温茶
※現場にてレシピアレンジあり

⽔出し・温茶

合計

合計

かぶせ茶（⽔出し＋温茶）

緑茶（温茶）

⽔出し・温茶
※現場にてレシピアレンジあり

深蒸し茶（⽔出し＋温茶）

煎茶 かごしま茶（温茶）

川根茶（温茶＋⽔出し）

藤枝かおり（温茶＋⽔出し）

⽇程

ほうじ茶（冷茶）和紅茶（⽔出し＋温茶）

来場者と試飲の状況
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6/8（⽇)・9（⽉）三重県｜ブース⾵景-1
試飲｜紹介パネル・提供茶葉

実施記録 三重-1
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6/8（⽇）・9（⽉）三重県｜ブース⾵景-2

実施記録 三重-2
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6/10（⽕）・11（⽔）⿅児島県｜ブース⾵景-1
試飲｜紹介パネル・提供茶葉

実施記録 ⿅児島-1
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6/10（⽕）・11（⽔）⿅児島県｜ブース⾵景-2

実施記録 ⿅児島-2
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6/12（⽊）・13（⾦）静岡県｜ブース⾵景-1
試飲｜紹介パネル・提供茶葉

実施記録 静岡-1
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6/12（⽊）・13（⾦）静岡県｜ブース⾵景-2

実施記録 静岡-2
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6/14（⼟）・15（⽇）京都府｜ブース⾵景-1
試飲｜紹介パネル・提供茶葉

実施記録 京都-1
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6/14（⼟）・15（⽇）京都府｜ブース⾵景-2

実施記録 京都-2
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来場者のメッセージ
WASSE出⼝にて、来場者が感想・アクションを記⼊する「RELAY THE MESSAGE」に掲出された⽇本茶に関するメッセージ
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※現場にて、⽇本茶インストラクター・スタッフにて対応した来場者からの声/質問事項をまとめた資料です。

来場者の声/質問まとめ-1



Page-21

来場者の声/質問まとめ-2
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来場者の声/質問まとめ-3
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来場者の声/質問まとめ-4
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２．⽇本茶ブースの企画・設計
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●視覚：ブース装飾、展⽰レイアウト、映像放映によりアイキャッチとして、⽴ち寄りやすいデザインを提供

●味覚：⽇本茶インストラクターによる美味しい淹れ⽅にこだわった⽇本茶の試飲体験機会を提供

●嗅覚：茶⾹炉を⽤い、ブースから離れている通⾏者に向けてお茶の⾹りを届けて、気付きの機会を提供

●触覚：現物の茶葉に触れて、⾹りも体験できる機会を提供

●聴覚：スタッフによる⽇本茶試飲時の声がけ、PR動画、BGMによる⾳響演出の場を提供

上記のポイントを押さえ、デザイン的には「極⼒シンプル」に、また⼀⼈でも多くの⽅々に試飲体験できるよう
「機能性あるブース構造」であることを念頭において設計

企画展開・設計内容-1

国内外問わず、⽇本茶の魅⼒を幅広く伝える伝え、普段、⾃⾝でお茶を淹れることに
慣れていない⽅をもターゲットとし、

美味しいお茶の淹れ⽅の紹介、デモンストレーションをもとに、
より⾝近に感じていただくことにより「⽇本茶ファンの裾野を広げていくこと」をゴールとした。

「⽇本茶でつなぐ、過去から未来へ」
伝統＝ 全国⽣産地の特徴と⾵景や営み
多様性＝ 様々な種類の⽇本茶の再認識
未来へつなぐ＝ ⽇本茶の新しい楽しみ⽅

■ブース展開の基本設計
⼤阪万博内への出展という前提から、通常のイベント出展時よりも滞留時間が短い＝回転率が⾼い、と想定した。
参加者が何を訴求しているのかを直感的に理解し、気軽に⽴ち寄れるようなブースを運⽤した。

基本となる考え⽅は、「五感を刺激する⽇本茶ブース」であることを前提にブース運営を実施。

訴求内容と
テーマ
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■ブース展開内容

1 ⽇本茶の紹介とお茶の淹れ⽅デモンストレーション
・⽇本茶インストラクターによる、全国各地のお茶と美味しい淹れ⽅の紹介

※インバウンド向けに英語対応が可能なスタッフも常駐

2 茶産地4エリアの⽇本茶の試飲体験
・静岡/京都/三重/⿅児島のお茶を中⼼にした紹介と試飲
・4つの茶産地から⽣産者等がお茶の特徴を説明するとともに、試飲を⾏った。

実施時期が6⽉のため、冷茶/⽔出し茶を中⼼に提供

3 PR映像放映
・全国各地の⽇本茶PR動画を収集し、全国のお茶のためのサンプル茶/展⽰/⾒本

の素材を作成し、タイムテーブルを組んで動画を投影

4 パネル展⽰
・全国の茶産地をMAPで紹介（観光誘致にもつながるよう内容を⼯夫）
・茶種紹介（ひとつのお茶の葉から⼯程の違いにより様々な茶種になることを説明）

5 ⽇本茶関連道具等の展⽰
・急須で淹れるお茶、より簡単にお茶を楽しめる新しい価値を提案する茶器と淹れ⽅

を紹介
・お茶の歴史を感じさせる、蘭字・茶箱などを⽤いた装飾とディスプレイを実施

6 茶⾹炉を⽤いた⾹りの演出と茶葉に触れる機会を創出
・通⾏者に向けて⾹りでのPRと集客を図り、ブースに⽴ち寄るきっかけ創りを創出
・ブース内に⾒本の茶葉を⽤意し、触れて、⾹りも楽める環境を提供

企画展開・設計内容-2
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図⾯-1
平⾯図 ⽴⾯図

1

2

3

5

2・呈茶デモ/試飲茶提供

6・動画放映

3・茶器・茶道具展⽰

1・展⽰スペース

4・⽇本全国のお茶紹介

5・茶種紹介 暖簾サイズ： W3,520mm×H500mm

スタッフ動線

4

カウンターサイズ
W1100×D500×H950

カウンターサイズ
W1200×D500×H950

カウンターサイズ
W1100×D500×H950

カウンターサイズ
W1200×D500×H950

カウンターサイズ
W1400×D400×H950

6
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（正⾯） （側⾯/いぐさブースからみて）

【暖簾デザインの意図】 なぜ“JAPANESE TEA” ではなくて “JAPAN TEA” ？
「JAPAN TEA」は、⽇本茶が世界に輸出され始めた明治時代から使⽤されてきた、⽇本
茶の伝統的な名称でいわばブランド名です。近代万博の時代も茶箱などにもこの表記が
⽤いられていました。

今回の取り組みでは、明治時代から世界を舞台に活躍してきた⽇本茶の名称が、茶箱
やラベル（蘭字）に誇りと共に刻まれてきたという歴史的背景を尊重し、「JAPAN TEA」
を採⽤しました。

図⾯-2
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（正⾯） （側⾯/いぐさブースからみて）

図⾯-3
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設営記録
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全国各地のお茶紹介-1

ブースでは全国24地域の⽇本茶を壁⾯掲出のMAPに掲載し、モニターにて紹介するとともに、
17地域の商品パッケージと茶葉の展⽰を⾏った

■全国お茶めぐりMAPの掲載：計24地域

商品展⽰：17地域

MAP
NO.

都道府県 茶名 展⽰茶名 内容量 納品点数

1 新潟 村上茶 九代 100ｇ 1

2 富⼭ ばたばた茶 現物展⽰なし

3 茨城 奥久慈茶 奥久慈茶 100g 1

4 埼⽟ 狭⼭茶 狭⼭茶 100g 1

5 東京 東京狭⼭茶 現物展⽰なし

6 神奈川 ⾜柄茶 ⽩梅 100g 1

7 ⼭梨 やまなしのお茶 現物展⽰なし

8 静岡 本⼭茶 川根茶 牧之原茶 掛川茶

9 愛知 ⻄尾の抹茶 ⻄尾の抹茶 30g 1

10 滋賀 近江の茶 現物展⽰なし

11 三重 伊勢茶

12 京都 宇治茶

13 奈良 ⼤和茶 現物展⽰なし

14 兵庫 丹波篠⼭茶 新茶 旬のおくりもの⼋⼗⼋夜 55g 1

15 岡⼭ 岡⼭茶 ⽇⼲番茶 美作番茶 80g＋20g 各1

16 島根 ボテボテ茶 現物展⽰なし

17 ⾼知 碁⽯茶 碁⽯茶 20g 2

18 福岡 ⼋⼥茶 天雫の煌 100g 1

19 佐賀 嬉野茶 新茶 摘みたての若葉 100ｇ 1

20 ⻑崎 そのぎ茶 さえみどり ⼀番摘み 100ｇ 1

21 熊本 くまもとの茶 湧雅のここち 80g 1

22 宮崎 みやざき茶 極みきわみ 新茶 100g 1

23 ⿅児島 かごしま茶 知覧茶 霧島茶

24 沖縄 ブクブク茶 現物展⽰なし
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全国各地のお茶の産地、茶製品を紹介するため、茶葉の特徴などにより⽇々5〜6種類程度を選定のうえ展⽰。

※抹茶に関しては、別途抹茶コー
ナーを設け、展⽰を実施。

全国各地のお茶の産地、茶製品を紹介するため、お茶めぐりMAPに24地域の代表的なお茶を掲⽰し、17地域のお茶製品の展⽰を⾏った。また、展
⽰したお茶製品の特⻑がわかるように、製品の現物を展⽰するとともに⽣産地域の地理的な条件や気候、製造⽅法などについてポップで説明した。
地域独⾃の製法で⽣産される流通量の少ない碁⽯茶などは、「これがお茶？」など、パッと⽬を引く形状や⾹りの特徴を⽰すことで、お茶をよく知
らない⽅にも、既に親しんでいる⽅にも新たな発⾒を喚起した。煎茶、⽟露、釜炒り茶など10種類の茶種展⽰では「同じ茶葉を原料としても製造⽅
法が変わると多彩に変わる」という視点で提⽰し、五感を通じて多彩な魅⼒を伝える場を創出した。

全国各地のお茶紹介-2
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3・茶器・茶道具展⽰

カウンターサイズ
W1100×D500×H950

3

■三重

■⿅児島

上記に加えて、樹脂製の急須・抹茶シェイカーなど、
現代のライフスタイルに合わせた新しい茶器も展⽰。

⽇本茶情報
ポータルサイトのご案内

⽇本全国の茶葉・茶器等が買えるお店
など約500件のお店情報が検索できる
ポータルサイト「⽇本茶ドア」を紹介。
展⽰エリアへ右記POPを設置。
・⽇本茶情報ポータルサイト
・英語選択
・google翻訳あり

※販売店の問い合わせが多く、
QRを読み込む⽅が多く⾒受けられた。

POPサイズ：120×140mm

POPサイズ：120×90mm
※注意POPも設置

茶器・茶道具展⽰コーナー
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ブース内モニター放映内容

①三重（6/8・9）

1・茶産地4エリアのPR映像

④京都（6/14・15）1種 27分12秒

➁⿅児島（6/10・11）
計21分22秒 ①10分27秒+➁10分55秒

③静岡（6/12・13）
計19分4秒 ①3分+➁8分56秒+③7分8秒

2・蘭字ギャラリー（共通） 3・全国お茶めぐりMAP（共通）

スライドショー
計6分
（45秒×8枚）

スライドショー
計1分20秒
（5秒×16枚）

・
・
・
・
・
・
・

ターム
15分21秒

ターム
28分42秒

※次ページ編集案

ターム
26分24秒

※次ページ編集案

ターム
34分32秒

1種 8分1秒
ループ
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３．プレゼンテーションステージ
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展開内容

❶ 13:30〜14:20 池⽥製茶（⿅児島）

❷ 11:30〜12:20 多⽥製茶（⼤阪）❷ 14:30〜15:20 売茶中村（京都）

〜お茶ができるまで〜
ホットプレート(焙炉のミニチュアとして代⽤)を
⽤いて、⽇本茶の製造⼯程を披露！
⽣の葉がお茶になるまでを参加者が⼀緒に触りな
がら⾒る体験を提供するともに、抹茶、紅茶の製
茶⾵景などのお茶づくりの多様性を伝えるステー
ジ。

〜粉末茶の可能性〜

新しい⽇本茶の楽しみ⽅として、パウダーのお茶
の楽しみ⽅を提案。抹茶以外(煎茶、和紅茶、
ほうじ茶、⽞⽶茶)の粉末茶のラテだけでなく様々
な形での楽しみ⽅を実演、試飲をもとに伝授。
⾹りの違いなども体験できるワークショップ。

池⽥ 研太 ⽒ ⼩林 将則 ⽒

中村 栄志 ⽒ 多⽥ 雅典 ⽒

お茶の『⾊』の多様性

お茶の『楽しみ⽅』の多様性お茶の『作り⽅』の多様性

❶ 10:30〜11:20 ⼩林芳⾹園（岡⼭）

〜「茶⾊」って、なんだろう？〜

今ではさまざまなカラーのお茶がある中で、
「茶⾊」と聞くと、ブラウンを思い浮かべるのはどうしてなので
しょう？岡⼭県で⽣産されている伝統のお茶「美作（みまさか）
番茶」を切り⼝として、⽇本のお茶が持つ原点に迫る。

※1セッション50min
6⽉11⽇（⽔）13：30-15：30（2H) 6⽉12⽇（⽊）10：30-12：30（2H）

『⿅児島茶』の多様性
〜⽇本茶の魅⼒と豊かな暮らし〜

⽇本が世界に誇る「⽇本茶」の魅⼒について、
特に⿅児島茶に焦点を当て、その奥深さと茶師の匠の技、加えて
抹茶の健康・美容パワーについても情報提供するステージ。

茶師⼗段の資格を持つ池⽥研太⽒。世界各地を巡り、多様な⽇本茶の
テイスティングを⾏うなど、幅広い経験と知識を有する。JR九州豪華
寝台列⾞「ななつ星」において毎週呈茶を担当するなど、その⾼い技
術と審美眼は広く認められている。

岡⼭県美作市で代々続く茶園「⼩林芳⾹園」の代表。 伝統を守りな
がら丁寧に育てられた美作番茶は、深い味わいと⾹りを持ち、多く
の⼈々を魅了する。 瀬⼾内地⽅の茶業に精通し、番茶⽣産者として
の豊富な経験から、番茶の多様性を分かりやすく解説する。

喫茶と製茶場を併設した宇治市の⽇本茶専⾨店「売茶中村」の代表と
して、新茶の⽣葉急速冷凍技術による年中新茶提供システムを確⽴。
⼀般社団法⼈国際⽇本茶協会が選定した⽇本茶の⾰新者「⽇本茶 の30 
⼈」にも選出されている。

⽇本茶アドバイザー養成スクールの専任講師（⽇本茶鑑定）として、⾼い
鑑定スキルと豊富な知識を有する。⼤⼿調理師専⾨学校でも⽇本茶講師を
務め、専⾨性の⾼い指導を提供。 伝統的な製茶技術と、アートワークを融
合させた独⾃の合組技術も駆使し、⾰新的な⽇本茶を提案している。
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プログラム-1 6/11（⽔）池⽥製茶
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プログラム-2 6/11（⽔）売茶中村
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プログラム-3 6/12（⽊）⼩林芳⾹園
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プログラム-4 6/12（⽊）多⽥製茶
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４．広報活動
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広報活動の状況

万博の茶関連展⽰の広報活動あたっては、万博開催と⽇本茶消費拡⼤のため、開催１か⽉前からSNS等を活⽤して、
万博会場の案内、茶ブースの展⽰、ステージの内容等の情報を発信した。

万博会場入り口のミャクミャク

SNS等の写真や画像

SNS等の写真や画像

SNS等の写真や画像

SNS等の写真や画像

SNS等の写真や画像


